
シーン論④
 

〔事例〕
 

ビール
 

飲み方の変化

飲み方＝飲用シーンの変化が
「うまさ」を変えた

アサヒスーパードライ

1987年3月17日
日本初の「辛口・生ビール」
アサヒスーパードライ発売。
最初は首都圏限定。



容器／飲み方の変化が「うまさ」を変える

□ 缶でそのまま飲む

□ コッテリを食べながら飲む

□ ガンガン冷やして飲む

教科書的正しい飲み方

適温
夏は6～8度、冬は10～12度

冷えすぎると、水っぽい味、泡もたたない
温度が高いと、 雑味や雑臭を感じる、泡もちが悪い

泡を飲まず、喉の奥で味わう

喉に流し込む

グラスに注いだ時の泡

泡は2～3割
注ぎ足しはしない
グラスの温度はビールと同じ

温度

注ぎ方

飲み方

1990年代以降の飲み方







ASDのコンセプト

ヘビーユーザー

缶のまま
コッテリ食べ物と飲用

コクとキレ

アサヒ“スーパードライ”が、わが国初の本格的辛口生ビールと呼ばれるには、確かな理由があります。
1. さらりとした飲み口。すっきりとした後味。まっすぐノドに入っていくキレ味のよさは、爽快そのものである。

 
2. アルコール度がちょっと高めだから、ほどよくボディがある、コクがある。

 
3. 愛称“辛口酵母”が引きだす、軽快ですっきりとしたうまさである。

 
これぞ飲むほどに引きしまる、辛口の生。

 
つまり、アサヒ“スーパードライ”はビール通の方に、特におすすめしたい本格的辛口ビールなのです。

アサヒスーパードライは、飲用シーン＝缶まま飲用の変化の応じた
うまさ＝「コクとキレ」をベネフィットにした



ボディコピー］

 
苦みの強いビールから、軽快ですっきりとしたビー

 
ルへ。わが国初の辛口・生ビール、ここに誕生。

 
■味が時代をつくり、時代が味をつくる。

 
ビールの嗜好も、軽快ですっきりとしたドライ化へ向

 
かっています。 日本酒もワインも、軽快ですっきりと

 
したドライな味、つまり辛口を好まれる方がふえて

 
います。時代のドライ化に、アサヒビールはこう応え

 
ました。

1988年

〇視覚の一貫性

①商品中心/人物ナシ
②缶中心

⇒缶でのシズル
（飲みシーンはナシ）

アサヒスーパードライの広告表現の特性

当時、広告にでてくるビールはビンだった



1987年発売時の広告
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